
議案第３０号資料 
 

平成３０年度 
南山城村一般会計補正予算（第１号）概要 

 

 

総務費   

 ・防災行政無線管理事業                     １８１千円 

 ・庁舎等管理事業                  ５，２２２千円（特財 4,800 千円） 

 ・グラウンド管理事業                ３，８４３千円（特財 3,800 千円）  

・電算管理事業                        ６５２千円 

 ・魅力ある村づくり事業               ７，６６４千円 

  

 

衛生費  

 ・簡易水道事業特別会計繰出金（人件費以外）          ８６３千円 

 

 

農林水産業費 

 ・農業振興対策事業                        ４６８千円 

 

 

 
 

 
補正額合計     １８，８９３千円 

 

 



平成３０年度一般会計補正予算（第１号）平成３０年度一般会計補正予算（第１号）平成３０年度一般会計補正予算（第１号）平成３０年度一般会計補正予算（第１号）主要事項説明主要事項説明主要事項説明主要事項説明    

 款（ 総務費 ）・項（ 総務管理費 ） 

事 業 名 庁舎等管理事業 

予 算 額    ５，２２２千円 新規・継続の別 新規 

事業内容 

 

≪目的・趣旨≫ 

① 田山職員住宅が雨漏りをしており、修繕を要するため。 

② 教職員住宅の新築工事（木造１階３LDK）を予定しており、詳細設計を 

実施し精査した結果、工事費の増額を要することが判明したため。 

 

 

≪実施内容≫ 

① 田山職員住宅雨漏り補修工事 

【需用費 修繕料】                 ４１１千円４１１千円４１１千円４１１千円 

   

② 教職員住宅建設費 

【工事請負費】                 ４，８１１千円４，８１１千円４，８１１千円４，８１１千円    

    〔財源〕  

過疎対策事業債 ４，８００千円（100％充当・交付税算入 70％） 

一般財源       １１千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課 総務課 



平成３０年度一般会計補正予算（第１号）平成３０年度一般会計補正予算（第１号）平成３０年度一般会計補正予算（第１号）平成３０年度一般会計補正予算（第１号）主要事項説明主要事項説明主要事項説明主要事項説明    

款( 総務費 )・項( 総務管理費 ) 

事 業 名 グラウンド管理事業  

予 算 額   ３，８４３千円 新規・継続の別 新規 

事業内容 

 

≪目的・趣旨≫ 

  南山城村農業者トレーニングセンター前の南山城村第２グラウンドは、

天候不良による排水・水捌けに支障が出てきており、利用に一部困難な状

況が発生していることから、改修工事を行う。  

 

 

≪実施内容≫ 

  南山城村第２グラウンドの排水・水捌けに支障の出ている部分の土の入

れ替え及び暗渠排水設置を行う。 

  ・表土掘削 ４００㎥ 

    ・表土盛土 ４００㎥ 

    ・暗渠排水工事 ２７５ｍ 

 

 

≪実施場所≫ 

南山城村大字田山小字下フケ２０番地 南山城村第２グラウンド 

 

 

≪事業費の算出≫ 

【事業費】 

工事請負費 

  ・第２グラウンド整備工事       ３,８４３千円 

 

【財源】 

 辺地対策事業債 ３,８００千円（100％充当・交付税算入 80％） 

 一 般 財 源    ４３千円 

  

担当課 むらづくり推進課 

 

 



平成３０年度一般会計補正予算（第１号）平成３０年度一般会計補正予算（第１号）平成３０年度一般会計補正予算（第１号）平成３０年度一般会計補正予算（第１号）主要事項説明主要事項説明主要事項説明主要事項説明    

 款（ 総務費 ）・項（ 総務管理費 ） 

事 業 名 電算管理事業 

予 算 額       ６５２千円 新規・継続の別 新規 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪目的・趣旨≫ 

市町村基幹業務支援システム（福祉系）において、以下のとおり制度改正に伴う

システム改修を行う。 

①市町村基幹業務支援システム（老人医療システム）において、公費負担医療受

給別一覧表（連名簿）【柔道整復療養費】及び「公費負担医療過誤調整結果通知

書」を取り込めるようにシステム改修を行う。 

 

②「受給者証作成処理」の改修、「認定通知書（老人負担３割負担者用）作成処

理」、「認定通知（老人負担３割負担）の即時発行機能の追加、「給付台帳」及び

「高額療養費台帳」の改修を行う。 

 

③市町村基幹業務支援システム（児童システム）において、児童手当の所得判定

時の所得額の計算において、公共用地の取得に伴う土地代金や物件移転料等を控

除することに伴う影響部分の改修、未婚のひとり親家庭の母又は父を対象に寡婦

控除又は寡夫控除のみなし適用の実施における影響部分の改修を行う。 

 

④未婚のひとり親が寡婦・寡夫と同様に控除を受けられるよう機能を改修、市町

村民税所得割合額の計算処理の改修を行う。 

 

≪実施内容≫ 

【委託料】                         ６５２６５２６５２６５２千円千円千円千円    

① 国保連合会からの提供電子帳票の仕様変更等に伴う市町村基幹業務支援 

システム（老人医療システム）改修業務            ９８千円 

 

② 高額療養費制度の見直し（京都府運用対応）に伴う市町村基幹業務支援 

システム（老人医療システム）改修業務            ３１千円 

  

③ 児童手当における所得額の計算方法の変更に伴う市町村基幹業務支援 

システム（児童手当システム）改修業務          ２４５千円  

 

④ 子ども・子育て支援制度の改正に伴う市町村基幹業務支援システム 

（子ども子育て支援システム）改修業務           ２７８千円 

担当課 総務課 

 



平成３０年度一般会計補正予算（第１号）平成３０年度一般会計補正予算（第１号）平成３０年度一般会計補正予算（第１号）平成３０年度一般会計補正予算（第１号）主要事項説明主要事項説明主要事項説明主要事項説明    

款( 総務費 )・項( 総務管理費 ) 

事 業 名 魅力ある村づくり事業 

予 算 額    ７，６６４千円 新規・継続の別 継続 

事業内容 

≪目的・趣旨≫ 

「やまなんなか」や「南山城村自然の家」などの村内拠点を活用した交

流人口の増加や、ＡＩを活用した生活支援サービスの導入による生活環境

の改善を目指す施策を推進するため、南山城村地域おこし協力隊員設置要

綱に基づき採用する地域おこし協力隊に要する経費及び臨時職員経費。 

また、大阪国際大学との包括連携協定により、協働活動として自然を活

かした「健康ウォーキングコース」の開発経費。 

≪実施内容≫ 

①村内拠点を活用した交流人口の増加 

 ・地域の魅力の発見と発信 

・南山城村自然の家等のＰＲ 

・移住定住促進の企画、運営 

・インバウンドの拡充や案内 

②大阪国際大学との連携 

・京都府の「１（ひと）まち１（ひと）キャンパス事業」を活用した、観

光と合わせた健康ウォーキングコースの開発 

③AI を活用した生活支援サービスの導入 

・村のお知らせ情報や村バスなどの地域情報等をｽﾏｰﾄﾌｫﾝ又はﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末で

発信できるシステムの導入を行い、「見える化」を実現する 

・システム運用に携わる人材を地域おこし協力隊として雇用 

・システム開発業者による運営及び IT 人材育成へのサポート 

≪実施場所≫ 

南山城村地内  

≪事業費の算出≫ 

  事業費                       ７，６６４千円７，６６４千円７，６６４千円７，６６４千円 

 

数量 単位 金額(円) 備　考

1 式 4,724,000
地域おこし協力隊２名

臨時職員1名

1 式 440,000
地域おこし協力隊活動経費、

ガソリン代、居住物件修繕費

1 式 800,000
AI活用による地域情報の見

える化に係るシステム導入経

費

1 式 1,170,000
地域おこし協力隊車両リース

代、家賃

1 式 360,000
地域おこし協力隊パソコン等

備品代

2 式 170,000
南山城村健康ウォーキング

コース開発経費

7,664,000合計

項　　　　目

賃金

需用費

使用料及び賃借料

備品購入費

委託料

負担金補助及び交付金

 
※南山城村健康ウォーキングコース 

開発経費５１０千円 内訳（府 170 千円、村 170 千円、大学 170 千円） 

 

担当課 むらづくり推進課 



平成３０年度一般会計補正予算（第１号）平成３０年度一般会計補正予算（第１号）平成３０年度一般会計補正予算（第１号）平成３０年度一般会計補正予算（第１号）主要事項説明主要事項説明主要事項説明主要事項説明    

款( 農林水産業費 )・項( 農業費 ) 

事 業 名 農業振興対策事業 

予 算 額         ４６８千円 新規・継続の別 新規 

事業内容 

 

≪目的・趣旨≫ 

  献穀は、皇室行事である新嘗祭に使用する穀物（米、粟）を提供す

る行為です。 

献穀者が献穀を契機に農業の意欲を高め、地域での中心的な農業の

担い手として活躍されることを期待されることから、農業振興業務の

一環として、献穀を行うための事業を行うものです。 

  

 

≪実施内容≫ 

  献納する穀物 精米 １．８ℓ（１升） 

         精粟 ０．９ℓ（５合） 

  献納式時期  １０月中下旬 

   〃 場所  皇居内賢所参集所 

   〃 参加者 ６名（精米献納者と家族、精粟献納者と家族及び職

員２名） 

  上記の内容で献穀するに際し、必要となる献納式参加旅費、桐箱 

等、ハイヤー借上料を計上するものです。 

 

 

≪実施場所≫ 

南山城村地内及び皇居内賢所参集所 

 

 

≪事業費の算出≫ 

 

旅費 

    献穀者・家族・随行者旅費（６名分） ２６７，０００円 

  需用費 

    桐箱、米袋、風呂敷等代金（各２個） １１３，０００円 

  使用料及び賃借料 

    ハイヤー借上料（２台）        ８８，０００円   

担当課 産業生活課 

 


